
2006 年度以前 京大サロントーク 

第 30 回 「加速器で原子炉を動かし、原子炉でがんを治す」 

 

「関西空港の近く、熊取町にある原子炉実験所では、今、新たに建設した FFAG 陽子加速器を用い、停止状態の原子炉

を動かす世界初の実験を臨界集合体（KUCA）と組み合わせて行おうとしている。また、長年、共同利用研究に供されて

きた研究用原子炉（KUR）で、近年、ホウ素含有薬剤と組み合わせた中性子捕捉療法によるがん治療が目覚しい成果を

挙げている。そして、地元から「熊取アトムサイエンスパーク」構想が提案されるところとなった。」 

 

開催日時 
平成 19 年 2 月 13 日（火曜日）  

18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

（完成間近の FFAG 加速器） 

 



 第 29 回 「生命科学・医学の発展と生命倫理－ひと・いのち・社会」

 
開催日時 平成 18 年 12 月 12 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

第 28 回 高野長英のオランダ語学習

「蛮社の獄」（1839）と呼ばれる弾圧を受けた渡辺 崋山、高野 長英、小関 三英らの洋学研究グループのなかで最高の

語学力を誇った長英のオランダ語学習および没収蘭書に関する新資料から、彼らの学問の文明交流史的意味を考えて

みたい。 

開催日時 平成 18 年 11 月 14 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 



第 27 回 日本のアジア外交における知の交流役割 

アジア諸国の中で日本への信頼感を醸成していくためには、経済的な面だけではなく、人材面や知的交流を含めた多面

的な交流が必要になっている。今回は、アジアの持続可能な発展を支えるために大学が果たしうる知の貢献を考える。 

開催日時 平成 18 年 10 月 10 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

第 26 回 湯川の宿題

1935 年に提出された湯川 秀樹の中間子論は、素粒子論という新たな学問分野を創出した。自然界の相互作用の起源

を探る「素」粒子論は、40 年後の標準理論の成立により、一つの美しい解決を見た。その見事な解決には、坂田学派の

複合模型と、朝永 振一郎のくりこみ理論が本質的な役割を果たした。この絶望的とも思えた困難な問題がたった 40 年

で解決されたことは驚きである。 



開催日時 平成 18 年 9 月 12 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

第 25 回 チンパンジーにおける教育と文化 

人間とチンパンジーは約 500 万年前に共通祖先をもっている。人間の体が進化の産物であるようにその心も進化の産物

である。日本とアフリカでチンパンジーの認識や行動や生態の研究をおこなってきた。チンパンジーを通してみた、人間

の教育や文化の進化的基盤についてお話したい。 

開催日時 平成 18 年 7 月 11 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 



第 24 回 医療経済学ってどんなことするの？ 

医療経済学というと、医療に関するお金の問題を扱うと考えられがちです

が、それにとどまらず、意外に扱う範囲は広いです。今回はその幅広さを、

二つのテーマに絞ってお話しします。（1）終末期医療費についての考え方

（2）禁煙できる人、できない人の経済学。 

 

開催日時 平成 18 年 6 月 13 日（火曜日）18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（先着順）（定員になり次第締め切ります。） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

  

 

第 23 回 アジアは世界を知っていた

13 世紀はじめ、世界はモンゴルの出現に遭遇する。超広域帝国モンゴルが、アフロ・ユーラシアをゆったりとまとめた時

代にもとづく世界地図が今にのこる。 それは、人類史の「常識」をくつがえす。 

開催日時 平成 18 年 5 月 9 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 



第 22 回 フィールドサイエンスと医学 

京都大学の学風の特徴のひとつにフィールドサイエンスの伝統があります。

本サロンでは、病院や研究室を中心として発展してきた臨床医学と相補的な、

“フィールド医学”の重要性について、その一端を紹介します。 

 

開催日時 平成 18 年 4 月 11 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

  

 

第 21 回 イソップ寓話はどこの国のものか

 

「イソップ寓話」を一つも聞いたことがないという人はまずないだろう。しかし、有名な「鼠の会議」の話は本当にイソップ

（前 6 世紀）が語ったのだろうか。寓話の世界的な広がりとイソップの謎について考える。 

開催日時 平成 18 年 2 月 14 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 



第 20 回 教育家族の時代 

わたしたちは、子どもは家族において愛護され、教育されるべきだと考えて

いますが、このような考え方はどのようにして形成されてきたのでしょうか。

家族と教育の歴史をたどりながら、教育家族の誕生とその特質について考

えたいと思います。 

人間・環境学研究科 小山 静子 教授 

開催日時 平成 18 年 1 月 10 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

  

 

第 19 回 神秘のベニクラゲに不老不死の夢を託す 

人類の夢“不老不死”を具現する神秘な海洋生物“ベニクラゲ”の一生とその

系統分類研究史 100 年間の歴史ある本邦の材料で最新の話題まで含めて

説明します。この機会より若返りの夢を抱いて頂き、永遠のテ－マの醍醐味

を楽しんでください。 

（参考：拙著をお持ち下さると判りやすいです。著書は一般向けの読み物で、

研究エピソ－ド・専門的報告・文献網羅から SF や歌などもろもろの内容で構

成されており、京大生協ルネの店頭で入手可能です。） 

 

開催日時 平成 17 年 12 月 13 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

  

 



第 18 回 死生観教育の展望 

「伝統的には日本人が極めて低い犯罪率と世界に賛美される礼儀を誇っていたが、最近では親が子供を、子供が親を

殺す時代に激変した。もはや家庭内教育だけでは不十分として、文部科学省も命教育や死生観教育を注目している理

由と可能性を考えたい。」 

開催日時 平成 17 年 11 月 8 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

第 17 回 からだを守る免疫のしくみ 

私たちのからだは絶えず細菌やウイルスの感染にさらされています。その中

で、免疫はどのように働いているのでしょうか。応答の司令官的役割を担う樹

状細胞を中心に考えてみたいと思います。 

生命科学研究科 稲葉 カヨ 教授 

開催日時 平成 17 年 10 月 11 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

  



第 16 回 好ましい景観 -文化的景観の考え方- 

本年 4 月から、「景観法」が施行され、「文化財保護法」も改正されて、新たに

「文化的景観」が対象に加わりました。この文化的景観をめぐる研究と社会

の接点付近についてお話しします。 

京都大学 理事 金田 章裕 副学長 

開催日時 平成 17 年 9 月 13 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

 第 15 回 近世京都のお寺と学問

 
京都に多いものといえば、まずお寺、そして今では大学でしょう。近世京都の寺院で行われたさまざまな活動から、今日

の大学のあり方に通じるような事柄についてお話いたします。 

人文科学研究所 所長 金 文京 教授 

開催日時 平成 17 年 7 月 12 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 



第 14 回 顔は語る・顔で語る 

人と人とのつながりは、相手の顔をみることから始まります。表情、視線、ミラ

ーシステム、などをキーワードに、顔とコミュニケーションをめぐる最新の心理

学・神経科学研究についてお話しします。 

 

開催日時 平成 17 年 6 月 14 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

  

第 13 回 朝鮮の「すまい」とその場所

 

「朝鮮時代に形成された『すまい』とその『すまい』の構成管理について風水地理思想をめぐって考えてみたい。」 

開催日時 平成 17 年 5 月 10 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 



第 12 回 人はどんな夢を見るのか？ 

 
 

夢を見るということの不思議さに向けて、人の問いの立て方は様々です。フロイトの立場からどのように答えられるのか

を考えます。 

人間・環境学研究科 新宮 一成 教授 

開催日時 平成 17 年 4 月 12 日（火曜日） 18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

第 11 回 楼蘭のミイラと古代インド - インド学の最前線 - 

 



タクラマカン砂漠東端の廃墟・楼蘭。その付近にあるいくつかの古代墳墓から、数百体のミイラが発掘されている。4000

年前のものとも言われ、いずれも白人種。 

これが古代インドとどう関係するのか、しないのか？ 

文学研究科 赤松 明彦 

開催日時 平成 17 年 3 月 8 日（火）18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

第 10 回 ミラクル・ミュージアム・ショー －京大総合博物館 90 分早わかり－ 

「京都大学に博物館があることを御存知ですか？250 万点に

も上る学術標本資料を大切に保管し、研究・教育に活用して

います。さらに大学の社会に開かれた窓口としての役割を与

えられています。トークでは、この社会に開かれた窓口という

課題を果たすために、小学生からシニアまで、学ぶことの楽し

さを伝えることを通じて京大ファンを作るための試行錯誤につ

いて、パフォーマンスも含めて紹介します。」 

 

開催日時 平成 17 年 2 月 8 日（火）18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

  



第 9 回 変わるアジアの家族：5 カ国比較調査から 

 

「アジアには共働きの社会が多い。食事を作らない家族や、祖父母と孫が暮らす"

隔代家族"もある。他方で"主婦"や“教育ママ”も登場している。意外と知らないア

ジア家族の現在を写真を交えて紹介し、これからの日本家族を考えてみましょ

う。」 

開催日時 平成 17 年 1 月 11 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

  

 

第 8 回 棚ぼた学歴エリートだった漱石 

夏目 漱石は、帝国大学文科大学英文科卒で、東京帝国大学文科大学講師にも

なった。これだけをみれば、漱石はスーパー学歴エリートにみえるが、本当にそう

だろうか・・・。漱石の学校来歴から、近代日本を考える。 

 

開催日時 平成 16 年 12 月 14 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

  



第 7 回 食品に関わるリスクコミュニケーションと消

費者のリスク認知 

「食品由来のリスク概念、リスクの科学的分析（リスクアセスメント）にもとづくリス

クの低減措置（リスクマネジメント）、それにかかわるリスクコミュニケーションか

らなるリスク管理の枠組みについて説明する。そのうえで現在進めつつある研

究のなかから、認知の制約とリスクや不確実性が存在するもとでの、消費者の

リスク認知の特質、食品購買時の制約された時間のなかでの消費者の情報受

け入れの可能性の検討についてお話しする。」 

開催日時 平成 16 年 11 月 9 日（火） 18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

  

 

 

第 6 回 言葉と人間性の起源 

「人間はいつ、言葉を用いるようになったのだろうか。 

言葉を獲得することによって、生活はどのように変わったのだろうか。 

そもそも人間を特徴づけている性質とは、いつ、どのようにして生まれたのだろう

か。 

そういうことについて考察する。」 

 

開催日時 平成 16 年 10 月 12 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 



 第 5 回 イスラームと異文化理解 
 

これまで縁の薄かったイスラーム世界と日本の関係が急速に深まっています。中

東でのフィールド調査などを素材としながら、イスラームを理解するための視座や

異文化理解の基本的な方法論などについてお話しします。 

 

開催日時 平成 16 年 9 月 14 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 

飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

学生の方は無料（飲み物なし）で入場できます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

  

第 4 回 異端審問 - Magic of Architecture -

 

建築が建築を帯びる過程は、新しさが価値の洗礼に耐えぬく過程である。 

それは、ある種、不断の異端審問のようなものだ。 

そこでは、奇跡よりも、時に奇術の方がはるかに有効である。 

開催日時 平成 16 年 7 月 13 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および学生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。学生の方は無料（飲み物なし）で入場できます。

申込み方法 申し込み者数が定員に達しましたので、受付を終了いたしました。 



第 3 回 聖徳太子ロボット－混合音を聞き分ける－ 

 

十人の訴えを同時に聞いたという聖徳太子のようなロボットを実現するためには、

心理物理学から工学まで広範囲な学際的研究が必要です。その課題と現状に

ついて紹介します。 

 

開催日時 平成 16 年 6 月 8 日（火）18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 

 

 

 

  

第 2 回 ES 細胞－発生生物学・医学と社会をつなぐ万能細胞

 

開催日時 平成 16 年 5 月 11 日（火）18 時から 19 時 30 分

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。

申込み方法 こちらのフォームからお申し込みください。 

 ※フォームで入力された内容はメールで送信される仕組みになっています。 

 ※サイボウズなどの Web メールからはフォームでお申し込みできません。お手数ですが、所属部局、職名、お名

前、連絡先を明記の上、kinen52＊mail.adm.kyoto-u.ac.jp（「＊」を「@」に変えてください） までメールでお申し込

みください。 

 



第 1 回 俳景－洛中洛外・地球科学と俳句の風景 

 

開催日時 平成 16 年 4 月 13 日（火） 18 時から 19 時 30 分 

会場 百周年時計台記念館 1 階 京都大学サロン 

対象 本学の教職員および大学院生 

定員 45 名（申込みによる先着順） 

参加費 飲みもの代として入場の際、500 円を頂きます。 

申込み方法 時計台記念館ホームページよりお申し込みください。

 


